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 ３月１４日にダイヤ改正以降、大二両では通勤回送の時間が変更になりました。通勤回送

の時間が１７時３８分・１８時２５分（月～金曜日）、１７時２５分（土曜日）になっていま

す。１７時３８分に乗れなかったら、４７分後の１８時２５分になり時間の開きがあります。

また、土曜日になると１７時２５分になり、風呂にも入れずバタバタして急がなければ回送

にも乗れません。残業でも発生すると１７時２５分の回送には乗れません。会社は、鳥飼と

いう地理的条件を考えず、終業後は勝手に帰れといわんばかりです。 

会社は、社員のことを考え余裕ある通勤回送を利用できる時間にすべきです。また、私た

ちは大一両・大三両と同様に始業時間を５分以上繰り上げることを強く要求します。始業時

間の変更は、現場長の采配で変更が出来ます。 

４月の勤務予定表が貼り出されました。それを見ると私達が指摘してきたように、土曜日

出勤を含めた６日連続出勤が２回もなっています。会社は、上半期で１５日の分散特休付与

をすることを言っていますが、これから暑い夏に向かって６日連続出勤は厳しい事態になっ

てきます。昨年は、他所で熱中症で倒れるということが発生しています。大二両でも他人事

ではありません。私たちＪＲ東海労大二両分会は、６日連続勤務をさせないために、分散特

休を一日入れることと、分散特休の変更を認めるよう要求します。 

私たちＪＲ東海労大二両分会は、通勤回送・始業時間・分散特休に関わることの改善を求

めるため要求を上申しました。 

社員の皆さん！このままでは、安全で余裕のある職場環境にするために、現場から声を上

げないと変わりません。全員で声を上げていきましょう！！ 
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